





































































































































































乾燥 ➡ 選繭 ➡ 煮繭 ➡ 繰糸 ➡ 揚返し
先練り絹織物
精練 ➡ 練糸 ➡ 練織物
後練り絹織物
織る ➡ 生織物 ➡ 精練
山蚕（Antheraea mylitta, Antheraea pernyi, Antheraea yama-may, 
Antheraea roylei, Antheraea proylei）から吐出せれた繊維











































































































³ JIS L 0204-1 3.1.1.1：一般財団法人日本規格協会編



















































































































































































































株式会社朝倉書店、2020年、9頁　 図2. 5　 繊維の分類より転載（一部改変）
図9　 絹の化学構造
図8　 繊維の分類（繊維の長さ）
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織物の名称 経糸 緯糸 先練り／後練り 備考
生絹（きぎぬ、すずし） 生糸*1 生糸 精練なし （*1精錬していない絹糸）生糸で製織し、精練しないまま用いることもある。
海気（甲斐絹とも書く。かいき） 先染めの練糸（濡れ巻き*4） 先染めの練糸 先練り （*4濡れた経糸を強く張る）







（御召ともいう。おめし） 先染めの練糸（甘撚り） 先染めの練糸（強撚糸） 先練り 先染め
練緯（練貫とも書く。ねりぬき） 生糸 練糸*2 緯糸は先練り （*2精錬した糸）
精好（せいごう） 生糸／練糸 生糸／練糸 先練り 経緯共に練糸のもの、経または緯の一方に練糸のものがある。





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（5） 経糸 25デニール、繰糸時の粒付数は 17粒付
（6） 織耳 35デニール
（7） 緯糸 62デニール、繰糸時の粒付数は 25粒付
（8） 経・緯糸の撚糸 経糸ならびに緯糸、ともに撚糸をせずに用いた。
（9） 経・緯糸の精練 経糸ならびに緯糸、ともに精練をせず生絹のままで用いた。 
（10） 織組織  平織
（11） 経糸密度 50本／㎝　（筬 1羽に 2本通し）
（12） 経糸通し幅 52㎝
（13） 経糸総本数 2,600本







（18） 幅 約 50.8㎝
（19） 厚さ 約 0.10 mm（ミツトヨ製デジタルポケットゲージクイックミニ※１で計測）



























付属 DVD  収録映像
頁数 報告書 第二章の該当部 工程 撮影日

























































































































































































































































































































































































































































































































































¹  「［報文］ 画絹の物性に及ぼす断面形状・殺蛹方法の影響 ―大
和文華館所蔵作品調査データ含めて―」早川 典子他『保存科学』
58号、2019年。














































































































































































































































































































































































































































































































































5 52 和國百女 元禄8（1695）年刊 ̶ 松会朔旦 ̶ 挿絵は菱川師宣
翻刻：『日本風俗図絵』『日本名著全集
風俗図絵集』『日本染織譜』







































































































「織  第一圖  浴蠶」／「織  第二圖  ニ眠」／「織  
第三圖  三眠」／「織  第四圖  大起」／「織  第
五圖  提績」／「織  第六圖  分箔」／「織  第七
圖  採桑」／「織  第八圖  上簇」／「織  第九圖　
炙箔」／「織　第十圖　下簇」／「織  第十一圖  
擇繭」／「織  第十二圖  窖繭」／「織  第十三圖  









































（1716～35）刊 大阪 寺田与太門 伊勢左衛門貞頼 － －
14 110 繪本直指寶 延享元（1744）年序 大阪 ̶ 橘守国
『畫本寫寶袋』の後篇の再続篇として発行。詳細な
養蚕図、製糸の図。 －


















11 78 東雅 享保4（1719）年成 ̶ ̶ 新井白石
新井白石が『爾雅』に倣い『和名類聚抄』によって
名物を解釈し、『東雅』を書した。 活字：『新井白石全集』第四巻

















（1713）年刊 大阪 吉田孫兵衛 ̶ 往来物。別書名『女堪忍倭文』。 ̶

















































































































































通番 解題番号*¹ 文献名 刊行年 出版地 出版社 著者
『日本染織文献総覧』所収の書籍情報より
抜粋・一部要約 翻刻本／活字本












20 201 萬染物出来方 享和2（1802）年写 ̶ ̶ 丁字屋



































































































































































通番 解題番号*¹ 文献名 刊行年 出版地 出版社 著者
『日本染織文献総覧』所収の書籍情報より
抜粋・一部要約 翻刻本／活字本





















30 308 女用文章寶かゞ み 天保11（1840）年刊 江戸 須原屋茂兵衛 ̶ 女子用往来物。 ̶
31 311 秘傳色物染方集 天保12（1841）年写 ̶ ̶ ̶
書写本。裏表紙に「岩東村高木安信持」とあるが、
岩東村の所在その他一切不詳。 ̶
32 316 萬染物秘傳書 天保13（1842）年刊 京都 安井陵之輔 ̶
全巻既刊諸書よりの抜粋で成立し、新味は全く見られ
ない。 ̶






















□（いろ） 江戸後期写本 ̶ ̶ ̶ 書写年代不詳。刊本からの抜書と思われる。 ̶
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